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表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　5
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
新
栄
小
学
校
の
運
動
会
。

5・6
年
生
の
親
子
の
大
玉
送
り
。こ
の
年
一
番
の
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

　
私
は
、
中
学
の
頃
、
吹
奏
楽
部
で

し
た
が
私
の
よ
う
な
経
験
者
は
一
割

程
度
。
ほ
ぼ
楽
器
未
経
験
で
入
部
し

て
く
る
部
員
ば
か
り
で
す
。
楽
器
の

持
ち
方
、
吹
き
方
な
ど
一
か
ら
先
生

や
先
輩
方
に
教
わ
り
ま
す
。
日
々
の

部
活
動
は
、
楽
器
演
奏
の
練
習
だ
け

じ
ゃ
な
く
体
力
作
り
の
た
め
筋
ト
レ

も
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
主
な
活
動
は
、
小
牧
市

内
で
行
わ
れ
る
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
演
奏
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
ま
す
。
秋
に
は
毎
週
の
よ
う
に

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
会
場
ま
で
は
自

転
車
で
移
動
し
、
到
着
し
た
ら
楽
器

の
運
搬
、
リ
ハ
ー
サ
ル
、
本
番
、
後

片
付
け
、
自
転
車
で
帰
宅
。
正
直
、

ク
タ
ク
タ
で
す
。

　
で
す
が
、

私
た
ち
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
す
る
際
、
普

段
学
校
で
着
用

す
る
作
業
着
を

着
て
、
黄
色
い

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

身
に
つ
け
ま

す
。
こ
の
姿
で

行
う
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
と
話
題

に
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
多
く
の
観

客
が
見
に
来
て
く
れ
ま
す
。
演
奏
終

了
後
、
沢
山
の
笑
顔
と
拍
手
を
い
た

だ
き｢

カ
ッ
コ
良
か
っ
た
！｣｢

楽
し

か
っ
た
よ
！｣

と
、
こ
れ
ま
た
沢
山
の

嬉
し
い
声
が
聞
け
る
の
で
、
こ
の
部

活
に
打
ち
込
め
た
と
思
い
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
私
は
、三
年
生
な
の
で
今
年
度
で
卒

業
と
な
り
ま
す
。
残
り
少
な
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
演
奏
、一
人
で
も
多
く
の

お
客
様
を
笑
顔
に
し
、
悔
い
な
く
楽
し

ん
で
部
活
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！！

開
始
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

（
最
終
日
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

議
事
の
都
合
に
よ
り
、日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催

し
も
のへ
差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報編集委員 寄
付
行
為
の
禁
止

心ひとつに　さあつなごう （関連記事P16）

P4
P7～P14

P１５
P 1６

質疑あれこれ
7人が一般質問
追跡 どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

翔びたて豊山っ
子！

９
月
２
日

９
月
９
日

９
月
11
日

９
月
12
日

９
月
17
日

９
月
18
日

９
月
20
日 （

月
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

開
会・議
案
説
明

一般
質
問

議
案
質
疑

議
案
質
疑

福
祉
建
設
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

討
論・採
決・閉
会

議
会
の
傍
聴
に
来
て
く
だ
さ
い

次
回
定
例
会
の
予
定

委
員
長

　山
本 

亮
介

副
委
員
長

　作
野 

桂
子

委

　
　員

　坪
井 

孝
仁

　
　
　
　
　柴
田 

賢
一

　
　
　
　
　岡
島 

　剛

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
に
所
属

チ
ー
ム
名｢

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｒ  

Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ｣

　
　
　
　(技
術
者 

連
隊) 

部
員
数
38
名

小
牧
工
業
高
校
三
年
生

今
井 

雄
大

い
ま
い

か
ず
ひ
ろ

　
議
会
広
報
編
集
委
員
会
は
、読
み
た
く
な
る
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
姿
勢
は

こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。新
し
い
発
想
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
作
り
上
げ
て
き
た
議

会
だ
よ
り
を
、さ
ら
に
読
み
や
す
く
、読
み
た
く
な

る
よ
う
に
昇
華
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も

議
会
だ
よ
り
を
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
本 

委
員
長

読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て

P６議会改革等特別委員会を設置
～開かれた議会を目指して～

TOPICS
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新三役決まる新しい議会へ

　
元
号
が
変
わ
り
、
令
和
の
時

代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
令
和
初

の
議
会
で
、
こ
の
た
び
、
女
性

と
し
て
は
初
め
て
の
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
任
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
9
名
の
議
員
と
と
も
に
、

住
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
が
住
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
も
っ
と
身
近
な
も
の

と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議長
岩村みゆき

　
こ
の
た
び
、
副
議
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。一生
懸
命
責
務
を

果
た
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

期
待
に
沿
え
る
よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
議
会
議
員
選
挙
後
、

多
く
の
方
か
ら
開
か
れ
た
新
し

い
議
会
を
望
む
声
も
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。着
実
に
進
め
、変
わ
っ

た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会
を
、

議
長
は
じ
め
議
員
と
共
に
築
い

て
い
く
考
え
で
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

副議長
岡島政信

　
こ
の
た
び
、
監
査
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
豊
山
町
の
監

査
委
員
は
、
識
見
選
任
委
員
1

名
、
議
員
選
任
委
員
1
名
の
計

2
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
独
任
制
の
機

関
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

監
査
委
員
が
、
独
立
し
て
職
権

を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
も
監
査
委
員
と
し
て
、
公

正
不
偏
の
立
場
か
ら
監
査
を
実

施
し
、
住
民
や
議
会
な
ど
に
そ

の
情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。

監査委員
水野　晃

　
次
期
計
画
の
転
換
期
を
迎
え
る

豊
山
町
で
、
総
務
文
教
委
員
会
と

し
て
町
全
体
の
動
き
を
注
視
し
な

が
ら
、
総
務
や
教
育
な
ど
に
つ
い
て

慎
重
審
議
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
議
論
が
飛

び
交
う
活
発
な
委
員
会
と
な
る
よ

う
に
、
委
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
て
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

坪
井 

委
員
長

委員長／坪井孝仁　副委員長／山本亮介
委員／岩村みゆき　委員／坂田芳郎　委員／作野桂子

総務文教委員会

　
福
祉
建
設
委
員
会
は
、
福
祉
に

お
い
て
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
な

ど
の
福
祉
政
策
に
関
す
る
こ
と
、

建
設
に
お
い
て
は
、
商
工
業
・
観
光
、

町
道
の
維
持
管
理
、
上
下
水
道
に

関
す
る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

　
住
民
の
皆
様
に
直
接
か
か
わ
る

重
要
な
案
件
を
こ
の
委
員
会
で
慎

重
に
審
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水
野 

委
員
長

委員長／水野晃　副委員長／柴田賢一
委員／岡島政信　委員／大口司郎　委員／岡島剛

福祉建設委員会

　
2
度
目
の
議
会
運
営
委
員
長
を

2
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
く
議
会
改
革
等
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
議
会
運
営
も
ま

す
ま
す
多
様
化
し
、
変
革
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
副
委
員
長
、

新
委
員
と
と
も
に
議
論
し
、一
丸
と

な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
住
民

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
口 
委
員
長

委員長／大口司郎　副委員長／坂田芳郎
委員／坪井孝仁　委員／岡島剛　委員／作野桂子

議会運営委員会

　５月14日臨時会が開催され、正副議長など議会の新しい役員、委員会構成が決まった。

　投票により、議長に岩村みゆき議員、副議長に岡島政信議員が選出された。また、議会選出

の監査委員に水野晃議員を選任した。
新
役
員
就
任

6
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

追

　跡

新
役
員
就
任

6
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

追

　跡

新任あいさつ
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て
ま
い
り
ま
す
。
住
民

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
口 

委
員
長

委員長／大口司郎　副委員長／坂田芳郎
委員／坪井孝仁　委員／岡島剛　委員／作野桂子

議会運営委員会

　５月14日臨時会が開催され、正副議長など議会の新しい役員、委員会構成が決まった。

　投票により、議長に岩村みゆき議員、副議長に岡島政信議員が選出された。また、議会選出

の監査委員に水野晃議員を選任した。
新
役
員
就
任

6
月
定
例
会

ト
ピ
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ス
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般
質
問

追
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新
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会
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般
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問

追

　跡

新任あいさつ



賛 成

　この補正予算は、１０月に予定され
ている消費税１０％への引き上げに伴
い、全国一斉に実施されるプレミアム
付商品券事業に必要な予算などが計
上されたものである。
　プレミアム付商品券事業は、消費税
増税に伴い影響が懸念されている低
所得者・子育て世帯の経済的負担を緩
和するとともに、地域における消費の
喚起にもつながる事業である。

反 対

　プレミアム付商品券事業には4つの
問題がある。
①5000円のプレミアがついたところ
で、消費税10％が始まれば、住民の
負担増は5000円では済まない。
②経済効果も薄い。
③バラマキ同然のこの事業に職員の
事務に時間がとられる。
④対象者に低所得者が含まれており、プラ
イバシーの対策が十分とはいえない。

審 議 結 果

採決には議長は加わりません。

工事請負契約の締結
（下水道工事）

全員賛成
可　決

工事請負契約の締結
（下水道工事）

全員賛成
可　決

工事請負契約の締結
（給食センター建設工事）

全員賛成
可　決

人権擁護委員候補者の推薦 全員賛成
可　決

町道路線の認定 全員賛成
可　決

議 案 議決結果

改元に伴う関係条例の整備 全員賛成
可　決

特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部改正

全員賛成
可　決

介護保険条例の一部改正 全員賛成
可　決

令和元年度豊山町一般会計
補正予算（第１号）

賛成8 反対1
可　決

工事請負契約の締結
（防災行政無線）

全員賛成
可　決

議 案 議決結果

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
元
年
第
2
回
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら
１４
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費
補
助
金
な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予
算
、給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
１０
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、議
会
改
革
等
特
別
委
員
会
の
設
置
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

の
入
札
で
、指
名
業
者
１０
社
の
う

ち
９
社
が
辞
退
し
た
の
は
、ど
の

よ
う
な
理
由
だ
っ
た
の
か
。

　 

９
社
は
す
べ
て
入
札
後
の
辞

退
で
あ
り
、そ
の
理
由
は
、技
術

者
の
確
保
が
困
難
な
た
め
。

　 

介
護
保
険
条
例
改
正
の
目
的
や

規
模
は
。

　 

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
を
軽

減
す
る
も
の
で
、対
象
者
総
数
は

８
３
３
名
、対
象
総
額
は
３
２
９
万

９
千
円（
仮
算
定
）で
あ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

２
８
３
１
万
３
千
円

　 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
と
は
。

　 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、低
所
得
者
や
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
と
地
域
事
業
者
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
国
の
事
業

で
あ
る
。対
象
者
数
は
３
３
０
０

人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
売
れ

残
っ
た
場
合
は
、ど
う
な
る
の
か
。

　 

経
費
は
一
部
を
除
き
実
績
に

応
じ
て
返
還
す
る
。

　公
民
館
利
用
推
進
事
業
１
６
０
万
円

　 

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
と
は
。

　 

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整

備
な
ど
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の

で
、今
回
は
名
栗
第
二
自
治
会
の

申
請
が
採
択
さ
れ
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

問問問 答答

問問 答答答

令和元年度

質疑あれこれ

VS賛成討論　 反対討論
一般会計補正予算 プレミアム付商品券を発行

　低所得者・子育て世帯の消費に与える影響の緩和を図ることを目的に、
豊山町プレミアム付（プレミアム率25%）商品券発行事業を行います。

❶の該当者：券面額２万５千円（販売額２万円）
❷の該当者：券面額２万５千円（販売額２万円）×３歳半未満の子の数

どれだけ買えるの

だれが買えるの
❶令和元年度住民税非課税の方（課税基準日平成３１年１月１日）
　＊住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養家族、生活保護被保護者等を除く。
❷平成２８年４月２日から令和元年９月３０日までの間に生まれた子が属する
　世帯の世帯主

岡島政信議員 山本亮介議員

経済的負担の緩和につながる 低所得者対策にならない

交付申請期間 ８月１日（木）～１１月２９日（金）
（❶の方のみ、購入に先立ち交付申請が必要です）

利用店舗 町内の参加登録店舗・事業所

商品券の使用期間 １０月１日（火）～令和２年３月３１日（火）

販売場所 豊山町商工会

商品券の販売期間 ９月１日（日）～令和２年２月２８日（金）
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　プレミアム付商品券事業は、消費税
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所得者・子育て世帯の経済的負担を緩
和するとともに、地域における消費の
喚起にもつながる事業である。

反 対

　プレミアム付商品券事業には4つの
問題がある。
①5000円のプレミアがついたところ
で、消費税10％が始まれば、住民の
負担増は5000円では済まない。
②経済効果も薄い。
③バラマキ同然のこの事業に職員の
事務に時間がとられる。
④対象者に低所得者が含まれており、プラ
イバシーの対策が十分とはいえない。

審 議 結 果

採決には議長は加わりません。

工事請負契約の締結
（下水道工事）

全員賛成
可　決

工事請負契約の締結
（下水道工事）

全員賛成
可　決

工事請負契約の締結
（給食センター建設工事）

全員賛成
可　決

人権擁護委員候補者の推薦 全員賛成
可　決

町道路線の認定 全員賛成
可　決

議 案 議決結果

改元に伴う関係条例の整備 全員賛成
可　決

特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部改正

全員賛成
可　決

介護保険条例の一部改正 全員賛成
可　決
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　低所得者・子育て世帯の消費に与える影響の緩和を図ることを目的に、
豊山町プレミアム付（プレミアム率25%）商品券発行事業を行います。
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どれだけ買えるの
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❶令和元年度住民税非課税の方（課税基準日平成３１年１月１日）
　＊住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養家族、生活保護被保護者等を除く。
❷平成２８年４月２日から令和元年９月３０日までの間に生まれた子が属する
　世帯の世帯主

岡島政信議員 山本亮介議員

経済的負担の緩和につながる 低所得者対策にならない

交付申請期間 ８月１日（木）～１１月２９日（金）
（❶の方のみ、購入に先立ち交付申請が必要です）

利用店舗 町内の参加登録店舗・事業所

商品券の使用期間 １０月１日（火）～令和２年３月３１日（火）

販売場所 豊山町商工会

商品券の販売期間 ９月１日（日）～令和２年２月２８日（金）

5 とよやま議会だよりNO.149　令和元年8月１日とよやま議会だよりNO.149　令和元年8月１日 4

新
役
員
就
任

6
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

追

　跡

新
役
員
就
任

6
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

追

　跡



７ とよやま議会だよりNO.149　令和元年8月１日とよやま議会だよりNO.149　令和元年8月１日 ６

あ
な
た
の
想
い
、議
会
へ

一般質問ラインナ
ップ

６月１０日（月）７人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員
が住民に代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町の
あり方について議論、提言することである。

◎全文記録（議事録）は、９月上旬に町ホームページ掲載しますのでご覧ください。

議会だよりには、太字のみ掲載

P.8
●町長に青山の今後について答弁を求める
●医療機関の循環バスについて

P.9●通学路の安全対策は
●わが町「とよやま」の発展は

P.10

●インフルエンザ罹患に伴う
　「治療証明書」に関して
●なかよし会に関して
●給食センターに関して

P.11●豊山町消防団と各小学校区の
　自主防災組織との交流について

P.12
●新給食センターの衛生管理について
●自治会の役割と加入促進について

7 P.14●庁内不祥事の結果責任を考える

坪 井 孝 仁

大 口 司 郎

作 野 桂 子

岡 島 　剛

柴 田 賢 一

坂 田 芳 郎

山 本 亮 介 P.13
●酷暑対策について
●ハラスメントの無いまちづくり、社会づくりを
●保育園の駐車場問題

1

2

3

4

5

6

トピックス
TOPICS

～開かれた議会を目指して～～開かれた議会を目指して～

新
役
員
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任

6
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

追

　跡

新
役
員
就
任

6
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

追

　跡

議会改革等
特別委員会を設置

　6月議会では、議会改革等特別委員会を設置することが全会一致で決まり
ました。議会改革等特別委員会は、議会の活性化と議員活動の積極的発信の
ため、ＩＣＴ技術の活用等調査・検討を行うことを目的としています。

　
4
年
前
に
議
員
定
数
が
10
名
に
な
り
、

議
会
も
改
革
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
5
月
、
I
C
T
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
議
会
で
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

議
会
・
議
員
の
活
動
が
住
民
の
方
々
に

伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の
委
員
会

で
す
が
、
委
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

水
野 

委
員
長

　
前
身
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
流
れ
を
よ
り
加
速
さ
せ
る
た
め
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
1

台
あ
れ
ば
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
疑
問
に
す

ぐ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
情
報
発
信
力
を
高
め
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
本 

副
委
員
長

委員長／水野晃　副委員長／山本亮介
委員／岡島政信　委員／柴田賢一　委員／作野桂子

※令和元年 6月 14日選出
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あ
な
た
の
想
い
、議
会
へ

一般質問ラインナ
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あり方について議論、提言することである。
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P.10

●インフルエンザ罹患に伴う
　「治療証明書」に関して
●なかよし会に関して
●給食センターに関して
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Q.青山の発展が肝になると思うが
A.意見を聞き計画に反映したい

Q.通学路の安全対策は
A.点検時期も前倒しして実施する

教
育
委
員
会
事
務
局
長

今
年
度
の
通
学
路
点

検
は
、通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
状
況
な

ど
を
重
点
項
目
に
加
え
、点

検
時
期
も
こ
れ
ま
で
よ
り

前
倒
し
し
て
実
施
す
る
。

大
津
市
の
信
号
交
差

点
で
車
輌
が
突
っ
込

む
大
事
故
が
起
こ
っ
た
。豊

山
町
も
例
外
で
は
な
い
。ま

ず
は
緊
急
対
策
と
し
て

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
補
強
が

必
要
と
思
う
が
。

今
年
の
3
月
議
会
で
、

高
添
、松
張
地
区
の
町

道
整
備
計
画
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
。平
成
25
年
か
ら
26

年
に
は
、こ
の
地
区
の
開
発

が
見
え
隠
れ
し
て
大
き
な

話
題
を
呼
ん
だ
。
近
く
に

は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
あ
い
せ
の
里
」
も
あ
り
、開

発
が
待
た
れ
る
地
域
で
あ

る
。
何
か
一
つ
開
発
が
形

（
物
）を
示
し
、点
か
ら
線
へ

と
広
が
り
を
考
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

産
業
建
設
部
長

現
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
か
ら
10
年

が
経
過
し
、物
流
系
の
開
発

つ ぼ い  た か ひ と

Shiro Oguchi 

坪井孝仁 議員
Takahito Tsuboi

Q&A
一般質問

Q&A
一般質問

A

A

Q

Q

お お ぐ ち  し ろ う

大口司郎 議員

▲青山の発展が肝になる

▲安全運転をお願いします

　
次
期
の
総
合
計
画
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
以
下
「
都
市
マ
ス
」
）の
策

定
を
控
え
て
い
る
今
、町
長

自
身
が
豊
山
町
の
未
来
を

ど
の
よ
う
に
思
い
描
い
て
、

次
期
計
画
に
政
策
を
盛
り

込
ん
で
い
く
の
か
。

約
３
年
前
、
前
鈴
木

町
長
か
ら
服
部
町
長

に
変
わ
り
、第
4
次
総
合
計

画
お
よ
び
都
市
マ
ス
を
引
き

継
い
だ
。最
終
年
度
と
な
っ

た
今
、町
長
の
思
い
は
。

町
長

前
鈴
木
町
長
か
ら
バ

ト
ン
を
受
け
、私
の
信
条
で

あ
る
温
故
知
新
の
精
神
の

も
と
、総
合
計
画
お
よ
び
都

市
マ
ス
を
引
き
継
い
で
き

た
。
ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
を
計
画
的
に
推
進
し
な

が
ら
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
。

　
最
終
年
度
も
町
民
の

方
々
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

を
行
い
、
さ
ら
な
る
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取

り
組
み
、各
計
画
の
総
仕
上

げ
を
し
て
い
く
。

私
は
「
こ
れ
か
ら
の

豊
山
町
全
体
の
発
展

は
青
山
の
発
展
が
肝
に
な

る
」
と
思
っ
て
い
る
。
次
期

計
画
に
お
い
て
青
山
に
つ
い

て
は
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

町
長

策
定
中
の
次
期
計
画

の
中
で
、青
山
地
区
の
み
な

ら
ず
町
全
体
の
発
展
に
つ
い

て
、ご
意
見
を
伺
う
機
会
を

作
り
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
。

青
山
の
神
明
・
金
剛

地
区
に
つ
い
て
は

「
今
後
、町
全
体
の
発
展
に

は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。土
地
利
用
は
次
期
の
都

市
マ
ス
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。
」
と
過
去
に
答
弁
が

あ
っ
た
。高
添
・
松
張
・
六
和

地
区
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

高
添
・
松
張
・
六
和
地

区
に
つ
い
て
も
地
域
住
民
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
慎

重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、神
明
・
金
剛
・

高
添
・
松
張
・
六
和
地
区
は
面

と
し
て
、ど
う
思
い
描
い
て

い
る
か
。町

長
次
期
計
画
を
策
定
し

て
い
く
中
で
、町
民
の
皆
様
か

ら
様
々
な
ご
意
見
を
伺
い
、

豊
山
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
い
て
い
き
た
い
。

広
域
的
な
観
点
か
ら

面
と
線
の
整
備
は
、一

体
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
神
明
・
金
剛
・
高
添
・
松

張
・
六
和
地
区
す
べ
て
に
関

連
す
る
大
山
川
右
岸
道
路

を
、神
明
公
園
か
ら
県
道
春

日
井
稲
沢
線
ま
で
対
面
通

行
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。

産
業
建
設
部
長

県
道
春
日
井
稲
沢
線

か
ら
大
山
川
に
沿
っ
て
、小

牧
市
方
面
へ
と
つ
な
が
る
広

域
的
な
交
通
ア
ク
セ
ス
と

し
て
全
区
間
を
対
面
通
行

に
す
る
こ
と
は
、と
て
も
斬

新
な
発
想
で
あ
る
。
し
か

し
、現
実
的
に
は
相
当
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、土
地
利
用
を
検
討

す
る
中
で
有
効
な
道
路
整

備
を
行
う
こ
と
は
必
要
で

あ
る
。提
案
い
た
だ
い
た
点

も
含
め
、様
々
な
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

QQ
わ
が
町

「
と
よ
や
ま
」
の
発
展
は

Q.
住
民
の
意
見
を
伺
い

慎
重
に
進
め
る

A.

が
進
み
、県
道
付
近
の
様
相

は
大
き
く
変
わ
っ
た
。ま
た
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、農

業
を
取
り
巻
く
環
境
も

徐
々
に
変
化
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、依
然
と
し
て
町

民
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、

農
地
を
保
全
し
た
い
と
い

う
意
見
も
少
な
く
な
い
。こ

の
地
区
に
つ
い
て
、今
策
定

中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
中
で
、地
域
別
懇
談

会
な
ど
開
催
し
、地
域
住
民

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、慎

重
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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添
・
松
張
・
六
和

地
区
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

高
添
・
松
張
・
六
和
地

区
に
つ
い
て
も
地
域
住
民
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
慎

重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、神
明
・
金
剛
・

高
添
・
松
張
・
六
和
地
区
は
面

と
し
て
、ど
う
思
い
描
い
て

い
る
か
。町

長
次
期
計
画
を
策
定
し

て
い
く
中
で
、町
民
の
皆
様
か

ら
様
々
な
ご
意
見
を
伺
い
、

豊
山
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
い
て
い
き
た
い
。

広
域
的
な
観
点
か
ら

面
と
線
の
整
備
は
、一

体
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
神
明
・
金
剛
・
高
添
・
松

張
・
六
和
地
区
す
べ
て
に
関

連
す
る
大
山
川
右
岸
道
路

を
、神
明
公
園
か
ら
県
道
春

日
井
稲
沢
線
ま
で
対
面
通

行
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。

産
業
建
設
部
長

県
道
春
日
井
稲
沢
線

か
ら
大
山
川
に
沿
っ
て
、小

牧
市
方
面
へ
と
つ
な
が
る
広

域
的
な
交
通
ア
ク
セ
ス
と

し
て
全
区
間
を
対
面
通
行

に
す
る
こ
と
は
、と
て
も
斬

新
な
発
想
で
あ
る
。
し
か

し
、現
実
的
に
は
相
当
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、土
地
利
用
を
検
討

す
る
中
で
有
効
な
道
路
整

備
を
行
う
こ
と
は
必
要
で

あ
る
。提
案
い
た
だ
い
た
点

も
含
め
、様
々
な
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

QQ
わ
が
町

「
と
よ
や
ま
」
の
発
展
は

Q.
住
民
の
意
見
を
伺
い

慎
重
に
進
め
る

A.

が
進
み
、県
道
付
近
の
様
相

は
大
き
く
変
わ
っ
た
。ま
た
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、農

業
を
取
り
巻
く
環
境
も

徐
々
に
変
化
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、依
然
と
し
て
町

民
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、

農
地
を
保
全
し
た
い
と
い

う
意
見
も
少
な
く
な
い
。こ

の
地
区
に
つ
い
て
、今
策
定

中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
中
で
、地
域
別
懇
談

会
な
ど
開
催
し
、地
域
住
民

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、慎

重
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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▲救命方法を指導する消防団員

Q.防災組織の連携は
A.協力して活動する機会を増やす

Q.治癒証明書は必要か
A.文部科学省の通知を踏まえ検討

　
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災

害
が
起
き
た
と
き
に
備

え
、
地
域
の
防
災
力
の
強

化
が
必
要
と
な
る
。
関
係

団
体
が
連
携
し
て
被
災
者

の
保
護
・
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
豊
山
町
消
防
団
と
各

小
学
校
区
の
自
主
防
災
会

と
の
交
流
に
つ
い
て
質
問

す
る
。豊

山
町
消
防
団
と

小
学
校
区
自
主
防

災
会
と
の
連
携
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

消
防
団
は
、
自
主
防

災
会
の
指
導
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
自
主
防
災

会
主
催
の
防
災
訓
練
で

は
、
防
災
知
識
の
普
及
啓

発
、
消
火
や
応
急
手
当
の

実
地
訓
練
な
ど
で
、
参
加

者
へ
の
防
災
教
育
、
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

各
小
学
校
区
自
主

防
災
会
の
連
携
は
。

総
務
部
長

各
小
学
校
区
自
主

防
災
会
の
会
長
と
副
会
長

が
集
ま
る
小
学
校
区
自
主

防
災
会
連
合
会
を
年
一

回
、
開
催
し
て
い
る
。
会

議
で
は
、
各
地
区
で
の
取

り
組
み
や
懸
案
事
項
な
ど

の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

消
防
団
と
小
学
校

区
自
主
防
災
会
や

各
小
学
校
区
自
主
防
災

会
の
連
携
を
強
化
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
、
小
学

校
区
自
主
防
災
会
、
消
防

団
の
総
力
を
挙
げ
て
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
各
組
織
が
人
的
交
流
を

図
り
、顔
の
見
え
る
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
は
、地

域
の
防
災
力
を
高
め
る
う

え
で
の
い
し
ず
え
と
な
る
。

さ く の 　け い こ

作野桂子 議員
Keiko Sakuno

Q&A
一般質問

Q&A
一般質問

A

A AQ Q

Q
医
療
機
関
に
よ
る
治

癒
証
明
書
を
も
ら
う

た
め
に
再
受
診
す
る
こ
と

が
、別
の
病
気
感
染
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
保
護
者
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

厚
生
労
働
省
作
成
の
今
年

度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ
＆
Ａ

に
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

治
癒
証
明
書
は
望
ま
し
く

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
制

度
の
見
直
し
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

文
部
科
学
省
の
通
知

の
趣
旨
な
ど
を
踏
ま
え
、検

討
す
る
。

現
在
、
保
護
者
の
働

き
方
や
勤
務
時
間
も

多
様
化
し
て
い
る
。約
24
％

の
小
学
生
が
利
用
し
て
い
る

な
か
よ
し
会
は
、下
校
後
、

家
庭
で
親
の
保
護
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
小
学
生

の
児
童
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
制
度
で
あ
る
。し
か

し
、料
金
の
支
払
い
方
法
は

銀
行
振
込
、も
し
く
は
豊
山

町
役
場
の
会
計
課
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
支
払
い
方
法

の
変
更
を
検
討
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

支
払
い
方
法
に
関
し

て
は
、口
座
振
替
な
ど
を
含

め
た
納
付
方
法
の
拡
大
に

向
け
検
討
し
て
い
く
。

夏
・
冬
休
み
な
ど
長
期

学
校
休
業
日
の
開
始

時
間
に
つ
い
て
は
、保
護
者

の
勤
務
開
始
時
間
を
考
慮

し
、近
隣
市
町
で
は
午
前
７

時
３０
分
か
ら
利
用
可
能
に

な
っ
て
い
る
。豊
山
町
も
変

更
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

開
始
時
間
は
、
平
成

２４
年
に
午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
前
８
時
に
変
更
し
た
。

近
隣
自
治
体
の
状
況
を
調

査
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

現
在
は
、
年
度
途
中

か
ら
の
利
用
が
難
し

い
た
め
、４
月
か
ら
利
用
し

て
い
る
方
が
い
る
。そ
の
場

合
、利
用
者
と
し
て
１
年
間

分
の
費
用
が
か
か
り
、不
要

な
支
出
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
か
よ
し
会
と
し
て
も
、

今
利
用
し
た
い
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
な
い
と
い
う

双
方
に
と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。他
市
町
で
は「
夏
・

冬
休
み
だ
け
」の
利
用
も
実

施
し
て
い
る
。

　
「
夏
・
冬
休
み
な
ど
長
期

学
校
休
業
日
だ
け
」の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
対
応

は
。
ま
た
、お
知
ら
せ
を
発

信
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

豊
山
・
新
栄
な
か
よ
し

会
は
受
入
可
能
人
数
に
達

し
て
い
る
が
、問
い
合
わ
せ

が
あ
れ
ば
志
水
な
か
よ
し

会
を
案
内
し
て
い
る
。
今

後
、広
報
な
ど
で
発
信
し
て

い
く
。

A

A

A

A

Q

Q

QQ

岡島剛 議員
お か じ ま つ よ し

Tsuyoshi Okajima

夏
・
冬
休
み
だ
け
の
利
用
は

Q.
志
水
な
か
よ
し
会
を
案
内
す
る

A.

　
町
と
し
て
は
、消
防
団
、小

学
校
区
自
主
防
災
会
、各
地

区
の
自
主
防
災
会
が
、そ
れ

ぞ
れ
協
力
し
て
活
動
す
る
機

会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
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▲救命方法を指導する消防団員

Q.防災組織の連携は
A.協力して活動する機会を増やす

Q.治癒証明書は必要か
A.文部科学省の通知を踏まえ検討

　
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災

害
が
起
き
た
と
き
に
備

え
、
地
域
の
防
災
力
の
強

化
が
必
要
と
な
る
。
関
係

団
体
が
連
携
し
て
被
災
者

の
保
護
・
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
豊
山
町
消
防
団
と
各

小
学
校
区
の
自
主
防
災
会

と
の
交
流
に
つ
い
て
質
問

す
る
。豊

山
町
消
防
団
と

小
学
校
区
自
主
防

災
会
と
の
連
携
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

消
防
団
は
、
自
主
防

災
会
の
指
導
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
自
主
防
災

会
主
催
の
防
災
訓
練
で

は
、
防
災
知
識
の
普
及
啓

発
、
消
火
や
応
急
手
当
の

実
地
訓
練
な
ど
で
、
参
加

者
へ
の
防
災
教
育
、
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

各
小
学
校
区
自
主

防
災
会
の
連
携
は
。

総
務
部
長

各
小
学
校
区
自
主

防
災
会
の
会
長
と
副
会
長

が
集
ま
る
小
学
校
区
自
主

防
災
会
連
合
会
を
年
一

回
、
開
催
し
て
い
る
。
会

議
で
は
、
各
地
区
で
の
取

り
組
み
や
懸
案
事
項
な
ど

の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

消
防
団
と
小
学
校

区
自
主
防
災
会
や

各
小
学
校
区
自
主
防
災

会
の
連
携
を
強
化
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
、
小
学

校
区
自
主
防
災
会
、
消
防

団
の
総
力
を
挙
げ
て
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
各
組
織
が
人
的
交
流
を

図
り
、顔
の
見
え
る
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
は
、地

域
の
防
災
力
を
高
め
る
う

え
で
の
い
し
ず
え
と
な
る
。
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Keiko Sakuno
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A
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Q
医
療
機
関
に
よ
る
治

癒
証
明
書
を
も
ら
う

た
め
に
再
受
診
す
る
こ
と

が
、別
の
病
気
感
染
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
保
護
者
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

厚
生
労
働
省
作
成
の
今
年

度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ
＆
Ａ

に
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

治
癒
証
明
書
は
望
ま
し
く

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
制

度
の
見
直
し
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

文
部
科
学
省
の
通
知

の
趣
旨
な
ど
を
踏
ま
え
、検

討
す
る
。

現
在
、
保
護
者
の
働

き
方
や
勤
務
時
間
も

多
様
化
し
て
い
る
。約
24
％

の
小
学
生
が
利
用
し
て
い
る

な
か
よ
し
会
は
、下
校
後
、

家
庭
で
親
の
保
護
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
小
学
生

の
児
童
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
制
度
で
あ
る
。し
か

し
、料
金
の
支
払
い
方
法
は

銀
行
振
込
、も
し
く
は
豊
山

町
役
場
の
会
計
課
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
支
払
い
方
法

の
変
更
を
検
討
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

支
払
い
方
法
に
関
し

て
は
、口
座
振
替
な
ど
を
含

め
た
納
付
方
法
の
拡
大
に

向
け
検
討
し
て
い
く
。

夏
・
冬
休
み
な
ど
長
期

学
校
休
業
日
の
開
始

時
間
に
つ
い
て
は
、保
護
者

の
勤
務
開
始
時
間
を
考
慮

し
、近
隣
市
町
で
は
午
前
７

時
３０
分
か
ら
利
用
可
能
に

な
っ
て
い
る
。豊
山
町
も
変

更
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

開
始
時
間
は
、
平
成

２４
年
に
午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
前
８
時
に
変
更
し
た
。

近
隣
自
治
体
の
状
況
を
調

査
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

現
在
は
、
年
度
途
中

か
ら
の
利
用
が
難
し

い
た
め
、４
月
か
ら
利
用
し

て
い
る
方
が
い
る
。そ
の
場

合
、利
用
者
と
し
て
１
年
間

分
の
費
用
が
か
か
り
、不
要

な
支
出
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
か
よ
し
会
と
し
て
も
、

今
利
用
し
た
い
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
な
い
と
い
う

双
方
に
と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。他
市
町
で
は「
夏
・

冬
休
み
だ
け
」の
利
用
も
実

施
し
て
い
る
。

　
「
夏
・
冬
休
み
な
ど
長
期

学
校
休
業
日
だ
け
」の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
対
応

は
。
ま
た
、お
知
ら
せ
を
発

信
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

豊
山
・
新
栄
な
か
よ
し

会
は
受
入
可
能
人
数
に
達

し
て
い
る
が
、問
い
合
わ
せ

が
あ
れ
ば
志
水
な
か
よ
し

会
を
案
内
し
て
い
る
。
今

後
、広
報
な
ど
で
発
信
し
て

い
く
。
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A

Q

Q

QQ

岡島剛 議員
お か じ ま つ よ し

Tsuyoshi Okajima

夏
・
冬
休
み
だ
け
の
利
用
は

Q.
志
水
な
か
よ
し
会
を
案
内
す
る

A.

　
町
と
し
て
は
、消
防
団
、小

学
校
区
自
主
防
災
会
、各
地

区
の
自
主
防
災
会
が
、そ
れ

ぞ
れ
協
力
し
て
活
動
す
る
機

会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
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Q.運動会の熱中症対策は
A.様々な方法を検討

Q.新給食センターの衛生管理は
A.衛生的かつ安心なシステムを採用

今
年
は
３０
℃
を
超
え

る
中
で
の
運
動
会

だ
っ
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
小

学
校
の
熱
中
症
対
策
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

当
日
は
、
暑
さ
指
数

を
定
期
的
に
測
定
し
、状
況

を
随
時
把
握
す
る
と
と
も

に
健
康
観
察
を
行
っ
た
。日

よ
け
対
策
で
は
、す
べ
て
の

学
校
で
児
童
の
入
場
位
置

に
テ
ン
ト
を
設
置
し
た
。

今
後
は
、
生
徒
全
員

の
席
に
テ
ン
ト
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

テ
ン
ト
の
準
備
は
、

熱
中
症
予
防
に
有
効
だ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

様
々
な
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

公
共
施
設
の
一
部
を

開
放
し
、ク
ー
ル
シ
ェ

ア
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

総
務
部
長

公
共
施
設
の
一
部
は
、

す
で
に
暑
さ
を
し
の
ぐ
場
所

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス

ポ
ッ
ト
の
登
録
に
つ
い
て

は
、関
係
施
設
と
の
協
議
の

う
え
、
判
断
し
て
い
き
た

い
。

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
防

止
の
た
め
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、県

の
女
性
相
談
員
に
よ
る
女

性
の
悩
み
ご
と
相
談
を
、役

場
1
階
の
相
談
室
で
毎
月

第
3
木
曜
日
に
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
日
以
外
は
、愛

知
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

女
性
悩
み
ご
と
電
話
相
談

の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
な
ど
関
係
機
関
か

ら
の
要
請
な
ど
に
応
じ
て
、

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ

の
配
布
な
ど
の
啓
発
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
た

め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。総

務
部
長

平
成
29
年
度
か
ら
職

員
を
対
象
と
し
た
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
研
修
や
弁
護
士
に
よ

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
に
関
す
る
指
針

を
今
年
度
中
に
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
の
講
演
会
や
講

座
を
開
催
し
た
ら
ど
う
か
。

総
務
部
長

こ
れ
ま
で
は
、女
性
の

活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の

講
演
会
や
講
座
を
中
心
に

実
施
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
講
演
会
な
ど
の

開
催
も
検
討
し
て
い
く
。

Q&A
一般質問

Q&A
一般質問

AA

A

A

A A

QQQ

QQ

Q

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の

衛
生
管
理
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

※

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
概
念

を
取
り
入
れ
た
衛
生
的
か
つ

安
心
な
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す

る
。
ま
た
、職
員
の
研
修
に

つ
い
て
も
徹
底
し
て
い
く
。

調
理
室
な
ど
に
入
室

す
る
ま
で
の
衛
生
管

理
は
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

調
理
区
域
へ
入
る
手

前
に
準
備
室
、エ
ア
ー
シ
ャ

ワ
ー
、前
室
を
設
け
る
。
調

理
区
域
は
、食
材
の
入
荷
や

洗
浄
、下
処
理
を
行
う
汚
染

作
業
区
域
と
煮
炊
き
な
ど

を
行
う
非
汚
染
作
業
区
域

と
明
確
に
区
分
す
る
。こ
の

よ
う
に
作
業
動
線
が
一
方
通

行
に
な
る
よ
う
配
置
す
る
。

食
材
な
ど
の
搬
入

時
、給
食
コ
ン
テ
ナ
の

搬
出
時
に
お
い
て
施
設
内
に

野
鳥
が
入
る
こ
と
は
な
い

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

搬
入
口
に
は
、
天
井

か
ら
風
を
送
る
エ
ア
ー
カ
ー

テ
ン
を
、コ
ン
テ
ナ
搬
送
の

出
入
口
に
は
、扉
と
荷
台
を

密
着
さ
せ
る
ド
ッ
ク
シ
ェ
ル

タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
設
け
、衛

生
管
理
が
必
要
な
部
屋
へ
の

野
鳥
の
侵
入
を
防
止
す
る
。

転
入
の
受
付
時
に
住

民
課
の
窓
口
で
は
、

自
治
会
へ
の
加
入
案
内
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

暮
ら
し
の
便
利
帳
な

ど
、町
の
案
内
と
合
わ
せ
、

自
治
会
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
、加
入
へ
の
お

願
い
を
し
て
い
る
。

自
治
会
加
入
は
、
各

自
治
会
の
責
任
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長

自
治
会
の
皆
さ
ん
に

は
、町
行
政
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、大
変
感
謝
し
て
い

る
と
と
も
に
、自
治
会
運
営

に
つ
い
て
苦
慮
さ
れ
て
い

る
も
の
と
十
分
認
識
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て

は
、自
治
会
と
行
政
が
相
互

に
連
携
・
協
力
し
、解
決
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
事
項

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
の
自
治
会
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

自
治
会
加
入
率
の
低
下
を

食
い
止
め
る
有
効
な
施
策

を
見
出
せ
た
か
。

総
務
部
長

自
治
会
の
必
要
性
や

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
、加
入
を

呼
び
か
け
る
と
き
の
注
意

点
な
ど
を
ま
と
め
た
手
引

書
を
作
成
し
、配
布
す
る
予

定
で
あ
る
。

A

A

AA

A

A

QQ

Q

QQ

Q

▲テントの設置は生徒全員に

山本亮介 議員
や ま も と りょう す け

Ryosuke Yamamoto

し ば た　 け ん い ち

柴田賢一 議員
Kenichi Shibata

自
治
会
の

加
入
促
進
の
施
策
は

Q.
加
入
の
手
引
書
を

作
成
し
配
布

A.
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
取
り
組
み
は

Q.
防
止
の
た
め
の
指
針
を
策
定

A.

※ＨＡＣＣＰ(ハサップ)―原材
料の受入から最終製品までの
工程ごとに、危害を起こす要
因を分析し、継続的に監視・
記録する工程管理の手法
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Q.新給食センターの衛生管理は
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を
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中
で
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会

だ
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が
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の
小

学
校
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熱
中
症
対
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は
。

教
育
委
員
会
事
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局
長

当
日
は
、
暑
さ
指
数

を
定
期
的
に
測
定
し
、状
況

を
随
時
把
握
す
る
と
と
も

に
健
康
観
察
を
行
っ
た
。日

よ
け
対
策
で
は
、す
べ
て
の

学
校
で
児
童
の
入
場
位
置

に
テ
ン
ト
を
設
置
し
た
。

今
後
は
、
生
徒
全
員

の
席
に
テ
ン
ト
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

テ
ン
ト
の
準
備
は
、

熱
中
症
予
防
に
有
効
だ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

様
々
な
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

公
共
施
設
の
一
部
を

開
放
し
、ク
ー
ル
シ
ェ

ア
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

総
務
部
長

公
共
施
設
の
一
部
は
、

す
で
に
暑
さ
を
し
の
ぐ
場
所

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス

ポ
ッ
ト
の
登
録
に
つ
い
て

は
、関
係
施
設
と
の
協
議
の

う
え
、
判
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し
て
い
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た

い
。

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
防

止
の
た
め
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

総
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長
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に
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て
は
、県

の
女
性
相
談
員
に
よ
る
女

性
の
悩
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ご
と
相
談
を
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場
1
階
の
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で
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3
木
曜
日
に
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て
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日
以
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悩
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ご
と
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談

の
専
用
ダ
イ
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を
紹
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し
て
い
る
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に
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は
、

国
や
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ど
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係
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の
要
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の
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ど
の
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は
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や
弁
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に
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ま
た
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種
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に
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を
今
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中
に
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す
る

予
定
で
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。
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メ
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に
つ
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て
の
講
演
会
や
講

座
を
開
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し
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ら
ど
う
か
。
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部
長

こ
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ま
で
は
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の
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躍
を
推
進
す
る
た
め
の

講
演
会
や
講
座
を
中
心
に

実
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た
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今
後
は
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ト

に
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て
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。
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も
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く
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調
理
室
な
ど
に
入
室

す
る
ま
で
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は
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会
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長

調
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入
る
手

前
に
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備
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ー
シ
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ワ
ー
、前
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を
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る
。
調

理
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は
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や
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を
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汚
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と
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ど

を
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非
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と
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の

よ
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に
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動
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が
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通
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よ
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す
る
。
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に
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に
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。
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。
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と
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を

作
成
し
配
布

A.
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
取
り
組
み
は

Q.
防
止
の
た
め
の
指
針
を
策
定

A.

※ＨＡＣＣＰ(ハサップ)―原材
料の受入から最終製品までの
工程ごとに、危害を起こす要
因を分析し、継続的に監視・
記録する工程管理の手法
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Q.庁内不祥事の結果責任は
A.信頼回復に全力で取り組む

Q&A
一般質問

▲信頼回復に努める豊山町役場

　
憤
り
・
抗
議
に
も
似
た
、

強
い
指
摘
を
受
け
お
尋
ね

す
る
。

①
平
成
30
年
11
月
、庁
内
に

お
い
て
2
7
0
人
に
も
及
ぶ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人

情
報
が
、管
理
者
以
外
の
職

員
ら
30
人
に
、他
の
デ
ー
タ

と
共
に
パ
ソ
コ
ン
上
で
誤
送

付（
流
出
・
拡
散
）さ
れ
る
と

い
う
事
態
が
発
生
し
た
。3

日
後
、他
の
職
員
が
混
入
の

事
態
に
気
付
き
、メ
ー
ル
で

削
除
依
頼
し
た
。に
も
か
か

わ
ら
ず
、年
の
明
け
た
2
月

に
お
い
て
も
、な
お
11
人
の

職
員
が
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
し

て
い
た
。（
外
部
取
材
に
て

発
覚
）

②
空
港
利
用
促
進
助
成
金

の
交
付
決
定
通
知
書
に
お

け
る
振
込
予
定
日
の
誤
表

記
。（
本
年
2
月
）

③
志
水
小
学
校
の
学
校
給

食
に
お
け
る
異
物
混
入
。

（
本
年
2
月
15
日
）

④
豊
山
小
学
校
の
学
校
給

食
に
お
け
る
異
物
混
入
。

（
本
年
2
月
21
日
）

　
2
月
末
、続
発
す
る
不
祥

事
に
町
長
は
庁
内
幹
部
職

員
を
集
め
、規
律
の
緩
み
に

付
き
異
例
の
「
訓
示
」
を

行
っ
た
。

　
ま
た
、3
月
に
は
職
員
処

分
審
査
会
を
開
催
し
処
分

が
行
わ
れ
た
。名
前
・マ
イ
ナ

ン
バ
ー
・
住
所
・
給
与
等
の
個

人
情
報
が
誤
送
付
さ
れ
る

等
で
は
、致
し
方
な
い
対
処

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

適
切
な
る
収
束
一
番

と
お
考
え
ら
れ
、
混

乱
の
日
々
で
は
あ
っ
た
と
思

う
が
、事
の
重
大
性
・
多
人

数
さ
を
思
う
に
、
月
日
が

た
っ
た
現
在
は
ど
の
よ
う
な

見
解
を
お
持
ち
か
。

副
町
長

指
摘
い
た
だ
い
た
事

案
に
つ
い
て
は
、町
民
の
皆

様
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
、ご

心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
、改
め
て
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
る
。2
月
25
日
に
全

職
員
に
対
し
て
訓
示
を
行

い
、適
切
な
業
務
の
遂
行
を

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
度
と
発
生
し
な
い
よ
う

法
令
遵
守
と
服
務
規
律
の

徹
底
に
努
め
、町
民
の
皆
様

へ
の
信
頼
回
復
に
向
け
、職

員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

る
。

お
の
お
の
事
態
収
束

は
な
さ
れ
た
。
職
員

の
処
分
も
な
さ
れ
た
。今
な

ら
ば
行
政
の
最
高
責
任
者

と
し
て
、「
結
果
責
任
」
を

給
料
の
大
胆
な
る
減
額
な

ど
で
自
ら
の
処
分
を
表
明

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。伺

う
。

副
町
長

事
態
を
重
く
受
け
止

め
、適
切
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
。職
員
の
処
分
に
つ
い

て
は
、豊
山
町
職
員
処
分
審

査
会
設
置
規
程
に
基
づ
き

審
査
会
を
設
置
し
、審
査
を

行
っ
た
。
ま
た
、審
査
の
基

準
は
、豊
山
町
懲
戒
処
分
等

に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、

判
断
し
た
。再
発
防
止
と
町

民
の
皆
様
へ
の
信
頼
回
復
の

た
め
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

私
共
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

A

A

Q

Q

さ か た　 よ し お

坂田芳郎 議員
Yoshio Sakata
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平成30年12月議会の決議に
基づき、議場に国旗と町旗を
設置しました。

追跡どうなったあの質問

　令和元年度から、申請があれば小中
学校新1年生となる子どもがいる家庭
で、経済的にお困りの保護者を対象に、
学用品費を小中学校入学前に支給する。

どうなった

　文部科学省は「要保護児童生徒援助
金交付要綱」を改正し入学前にランドセ
ルなどを購入できるようにした。町でも
小学校入学前にランドセル代の支給を。

質 問Q

　近隣自治体の状況や、先行事例を参考に
して、導入を検討したい。

答 弁A

平成29年 9月定例会

　「豊山町自転車の安全利用の促進に関
する条例」を令和元年7月1日より施行。
ヘルメットの助成は高齢者と中学生以下
の子どもを対象とする。

どうなった

　自転車事故による高額賠償を踏まえ
て、保険加入の義務化や安心利用に関す
る条例は考えているか。

質 問Q

　県や他の市町村の動向を注視しつつ、自
転車教室や交通安全教室を充実させる。損
害賠償保険については利用者や自転車販
売店などへの周知を図っていく。

答 弁A

平成29年 3月定例会

▲ランドセルは大切に▲いざという時に備え、自転車損害保険等へ加入しましょう
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表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　5
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
新
栄
小
学
校
の
運
動
会
。

5・6
年
生
の
親
子
の
大
玉
送
り
。こ
の
年
一
番
の
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

　
私
は
、
中
学
の
頃
、
吹
奏
楽
部
で

し
た
が
私
の
よ
う
な
経
験
者
は
一
割

程
度
。
ほ
ぼ
楽
器
未
経
験
で
入
部
し

て
く
る
部
員
ば
か
り
で
す
。
楽
器
の

持
ち
方
、
吹
き
方
な
ど
一
か
ら
先
生

や
先
輩
方
に
教
わ
り
ま
す
。
日
々
の

部
活
動
は
、
楽
器
演
奏
の
練
習
だ
け

じ
ゃ
な
く
体
力
作
り
の
た
め
筋
ト
レ

も
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
主
な
活
動
は
、
小
牧
市

内
で
行
わ
れ
る
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
演
奏
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
ま
す
。
秋
に
は
毎
週
の
よ
う
に

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
会
場
ま
で
は
自

転
車
で
移
動
し
、
到
着
し
た
ら
楽
器

の
運
搬
、
リ
ハ
ー
サ
ル
、
本
番
、
後

片
付
け
、
自
転
車
で
帰
宅
。
正
直
、

ク
タ
ク
タ
で
す
。

　
で
す
が
、

私
た
ち
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
す
る
際
、
普

段
学
校
で
着
用

す
る
作
業
着
を

着
て
、
黄
色
い

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

身
に
つ
け
ま

す
。
こ
の
姿
で

行
う
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
と
話
題

に
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
多
く
の
観

客
が
見
に
来
て
く
れ
ま
す
。
演
奏
終

了
後
、
沢
山
の
笑
顔
と
拍
手
を
い
た

だ
き｢

カ
ッ
コ
良
か
っ
た
！｣｢
楽
し

か
っ
た
よ
！｣

と
、
こ
れ
ま
た
沢
山
の

嬉
し
い
声
が
聞
け
る
の
で
、
こ
の
部

活
に
打
ち
込
め
た
と
思
い
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
私
は
、三
年
生
な
の
で
今
年
度
で
卒

業
と
な
り
ま
す
。
残
り
少
な
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
演
奏
、一
人
で
も
多
く
の

お
客
様
を
笑
顔
に
し
、
悔
い
な
く
楽
し

ん
で
部
活
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！！

開
始
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

（
最
終
日
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

議
事
の
都
合
に
よ
り
、日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催

し
も
のへ
差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報編集委員 寄
付
行
為
の
禁
止

心ひとつに　さあつなごう （関連記事P16）

P4
P7～P14

P１５
P 1６

質疑あれこれ
7人が一般質問
追跡 どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

翔びたて豊山っ
子！

９
月
２
日

９
月
９
日

９
月
11
日

９
月
12
日

９
月
17
日

９
月
18
日

９
月
20
日 （

月
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

開
会・議
案
説
明

一般
質
問

議
案
質
疑

議
案
質
疑

福
祉
建
設
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

討
論・採
決・閉
会

議
会
の
傍
聴
に
来
て
く
だ
さ
い

次
回
定
例
会
の
予
定

委
員
長

　山
本 

亮
介

副
委
員
長

　作
野 

桂
子

委

　
　員

　坪
井 

孝
仁

　
　
　
　
　柴
田 

賢
一

　
　
　
　
　岡
島 

　剛

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
に
所
属

チ
ー
ム
名｢

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｒ  

Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ｣

　
　
　
　(技
術
者 

連
隊) 

部
員
数
38
名

小
牧
工
業
高
校
三
年
生

今
井 

雄
大

い
ま
い

か
ず
ひ
ろ

　
議
会
広
報
編
集
委
員
会
は
、読
み
た
く
な
る
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
姿
勢
は

こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。新
し
い
発
想
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
作
り
上
げ
て
き
た
議

会
だ
よ
り
を
、さ
ら
に
読
み
や
す
く
、読
み
た
く
な

る
よ
う
に
昇
華
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も

議
会
だ
よ
り
を
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
本 

委
員
長

読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て

P６議会改革等特別委員会を設置
～開かれた議会を目指して～

TOPICS


